
(57)【要約】

【課題】内燃機関の制御装置に関し、アクセル開度の変

化が大きい場合にも、即時に必要なトルクを発生させる

。

【解決手段】アクセル開度の変化が基準変化量よりも大

きいか否かを判定し、アクセル開度の変化量が基準変化

量よりも大きいと判定された場合に、スロットルバルブ

３２の開度を、目標トルクの発生に必要な吸入空気量に

応じて設定される目標開度よりも、大きな大スロットル

開度になるように設定する。また、点火時期を、大スロ

ットル開度において、目標トルクを発生させるタイミン

グに設定する。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア ク セ ル 開 度 を 検 出 す る ア ク セ ル 開 度 検 出 手 段 と 、
　 前 記 ア ク セ ル 開 度 の 変 化 が 基 準 変 化 量 よ り も 大 き い か 否 か を 判 定 す る ア ク セ ル 変 化 判 定
手 段 と 、
　 前 記 ア ク セ ル 開 度 に 応 じ て 目 標 ト ル ク を 算 出 す る 目 標 ト ル ク 算 出 手 段 と 、
　 内 燃 機 関 の 吸 気 通 路 に 配 置 さ れ た ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 を 、 設 定 さ れ た 開 度 に 制 御 す
る ス ロ ッ ト ル 開 度 制 御 手 段 と 、
　 前 記 内 燃 機 関 の 気 筒 内 に 配 置 さ れ た 点 火 プ ラ グ の 点 火 時 期 を 、 設 定 さ れ た 点 火 時 期 に 制
御 す る 点 火 時 期 制 御 手 段 と 、
　 前 記 ア ク セ ル 開 度 の 変 化 量 が 前 記 基 準 変 化 量 よ り も 大 き い と 判 定 さ れ た 場 合 に 、 前 記 ス
ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 を 、 前 記 目 標 ト ル ク の 発 生 に 必 要 な 吸 入 空 気 量 に 応 じ て 設 定 さ れ る
目 標 開 度 よ り も 、 大 き な 大 ス ロ ッ ト ル 開 度 に な る よ う に 設 定 す る 変 化 時 ス ロ ッ ト ル 開 度 設
定 手 段 と 、
　 前 記 大 ス ロ ッ ト ル 開 度 に お い て 、 前 記 目 標 ト ル ク を 発 生 さ せ る タ イ ミ ン グ に 、 点 火 時 期
を 設 定 す る 変 化 時 点 火 時 期 設 定 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 変 化 時 ス ロ ッ ト ル 開 度 設 定 手 段 は 、 前 記 大 ス ロ ッ ト ル 開 度 を 、 制 御 最 大 開 度 と す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 基 準 変 化 量 を 、 前 記 ア ク セ ル 開 度 に 応 じ て 設 定 す る 基 準 変 化 量 設 定 手 段 を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ア ク セ ル 開 度 が 基 準 開 度 よ り も 大 き く な っ て い る 時 間 が 、 基 準 時 間 よ り も 長 く 継 続
し て い る か 否 か を 判 定 す る ア ク セ ル 継 続 判 定 手 段 と 、
　 前 記 基 準 開 度 よ り も 大 き い ア ク セ ル 開 度 の 状 態 が 、 前 記 基 準 時 間 よ り も 長 く 継 続 し て い
る と 判 定 さ れ た 場 合 に 、 前 記 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 を 、 前 記 目 標 開 度 に 設 定 す る 目 標 開
度 設 定 手 段 と 、
　 点 火 時 期 を 、 前 記 目 標 開 度 に お い て 、 前 記 目 標 ト ル ク を 発 生 さ せ る 目 標 点 火 時 期 に 設 定
す る 目 標 点 火 時 期 設 定 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 が 、 前 記 目 標 開 度 に 制 御 さ れ た 後 、 前 記 気 筒 に 実 際 に 供 給
さ れ る 空 気 量 を 推 定 す る 空 気 量 推 定 手 段 と 、
　 前 記 推 定 さ れ た 空 気 量 に お い て 、 前 記 目 標 ト ル ク を 発 生 さ せ る 点 火 時 期 に 、 点 火 時 期 を
設 定 す る 点 火 時 期 徐 変 手 段 と 、
　 前 記 設 定 さ れ た 点 火 時 期 が 、 前 記 目 標 点 火 時 期 ま で 進 角 し た か 否 か を 判 定 す る 点 火 時 期
進 角 判 定 手 段 と 、 を 備 え 、
　 前 記 目 標 点 火 時 期 設 定 手 段 は 、 前 記 設 定 さ れ た 点 火 時 期 が 、 前 記 目 標 点 火 時 期 ま で 進 角
し た 場 合 に 、 点 火 時 期 を 前 記 目 標 点 火 時 期 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の
内 燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 が 、 前 記 目 標 開 度 に 制 御 さ れ た 後 、 点 火 時 期 を 現 在 の 点 火
時 期 か ら 一 定 角 度 進 角 さ せ た 点 火 時 期 に 設 定 す る 点 火 時 期 進 角 手 段 と 、
　 前 記 進 角 さ れ た 点 火 時 期 が 、 前 記 目 標 点 火 時 期 ま で 進 角 し た か 否 か を 判 定 す る 点 火 時 期
進 角 判 定 手 段 と 、 を 備 え 、
　 前 記 目 標 点 火 時 期 設 定 手 段 は 、 前 記 進 角 さ れ た 点 火 時 期 が 、 前 記 目 標 点 火 時 期 ま で 進 角
し た 場 合 に 、 点 火 時 期 を 前 記 目 標 点 火 時 期 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の
内 燃 機 関 の 制 御 装 置 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 に 関 す る 。 更 に 具 体 的 に は 、 ア ク セ ル ペ ダ ル の 操 作 量 と
独 立 し て 制 御 可 能 な ス ロ ッ ト ル バ ル ブ と 、 気 筒 内 に 配 置 さ れ た 点 火 プ ラ グ と を 備 え る 内 燃
機 関 の 制 御 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 開 平 ３ － １ ８ ２ ６ ６ ７ 号 公 報 に は 、 内 燃 機 関 の 過 渡 運 転 時 に お い て 点 火 時 期 と 燃 料 噴
射 量 と を 、 実 際 に 発 生 す る ト ル ク に 応 じ て 制 御 す る 制 御 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 具 体 的 に
、 こ の 装 置 に お い て は 、 ま ず ア ク セ ル 操 作 量 に 基 づ い て 目 標 ト ル ク が 算 出 さ れ る 。 そ の 後
、 目 標 ト ル ク を 発 生 す る た め に 必 要 な 吸 入 空 気 量 が 求 め ら れ 、 こ の 吸 入 空 気 量 に 応 じ て ス
ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 （ ス ロ ッ ト ル 開 度 ） が 設 定 さ れ る 。 し か し 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ 下 流
の 吸 気 通 路 の 容 積 に よ り 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が 設 定 さ れ た 開 度 に 変 更 さ れ た 直 後 、 ス ロ ッ ト
ル バ ル ブ を 通 過 す る 空 気 量 と 、 実 際 に 気 筒 内 に 供 給 さ れ る 空 気 量 と の 間 に は 差 が 生 じ て い
る 。 つ ま り 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が 、 目 標 ト ル ク の 発 生 に 必 要 な 吸 入 空 気 量 に 対 応 し た ス ロ ッ
ト ル 開 度 に 変 更 さ れ て か ら 、 実 際 に そ の 量 の 空 気 が 気 筒 内 に 供 給 さ れ る ま で に は 応 答 遅 れ
（ 位 相 遅 れ ） が 生 じ る 。 そ の 結 果 、 目 標 ト ル ク と 実 際 に 発 生 す る 実 ト ル ク と の 間 に ズ レ が
生 じ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 従 来 技 術 に お い て は 、 こ の よ う な 吸 入 空 気 量 の 位 相 遅 れ を 補 償 す る た め 、 点 火 時 期
や 燃 料 噴 射 量 の 決 定 に 先 立 っ て 、 実 際 に 気 筒 内 に 供 給 さ れ る 空 気 量 が 算 出 さ れ 、 算 出 さ れ
た 空 気 量 に 基 づ い て 、 実 際 に 発 生 す る 実 ト ル ク が 算 出 さ れ る 。 そ の 後 、 実 ト ル ク に 応 じ て
、 最 適 な 燃 料 噴 射 量 と 最 適 な 点 火 時 期 と が 決 定 さ れ る 。 こ の よ う な 制 御 に よ り 上 記 従 来 技
術 に よ れ ば 、 吸 入 空 気 量 の 位 相 遅 れ を 補 償 し て 、 過 渡 の 運 転 時 に お い て も 各 気 筒 に 燃 料 と
空 気 と を 過 不 足 な く 供 給 し 、 最 適 な タ イ ミ ン グ に お い て 点 火 を 行 う こ と が で き る も の と し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ３ － １ ８ ２ ６ ６ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ６ １ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 に お い て は 目 標 ト ル ク に 基 づ い て 吸 入 空 気 量 が 算 出 さ れ た
後 、 更 に 、 そ の 位 相 遅 れ を 補 償 す る 実 際 の 空 気 量 が 算 出 さ れ 、 実 際 の 空 気 量 か ら 実 ト ル ク
が 求 め ら れ た 後 、 実 ト ル ク に 基 づ い て 最 適 な 燃 料 噴 射 量 と 点 火 時 期 と が 決 定 さ れ る 。 こ の
た め 制 御 の パ ラ メ ー タ の 演 算 負 荷 が 高 ま り 、 却 っ て 制 御 遅 れ を 発 生 す る 場 合 が あ る 。 ま た
、 こ の 制 御 は 、 算 出 さ れ た 実 ト ル ク に 基 づ い て 最 適 点 火 時 期 と 燃 料 噴 射 量 と を 決 定 す る も
の で あ る が 、 吸 入 空 気 量 の 位 相 遅 れ に よ り 生 じ る 目 標 ト ル ク と 実 ト ル ク と の 間 の 制 御 の 遅
れ を 補 償 す る も の で は な い 。 す な わ ち 、 ア ク セ ル 操 作 量 に 基 づ く 要 求 に 応 じ て 、 必 要 な 目
標 ト ル ク を 直 ち に 発 生 さ せ る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 こ の 発 明 は 上 記 の 問 題 を 解 決 し 、 ア ク セ ル 開 度 の 変 化 が 大 き く 、 要 求 さ れ る ト
ル ク の 増 加 が 大 き い 場 合 に も 、 吸 入 空 気 量 の 吸 気 の 遅 れ を 抑 え て 、 必 要 な ト ル ク を 即 時 に
発 生 さ せ る こ と が で き る よ う に 改 良 し た 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 ア ク セ ル 開 度 を 検 出 す る ア ク セ ル 開 度 検 出 手 段 と 、
　 前 記 ア ク セ ル 開 度 の 変 化 が 基 準 変 化 量 よ り も 大 き い か 否 か を 判 定 す る ア ク セ ル 変 化 判 定
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手 段 と 、
　 前 記 ア ク セ ル 開 度 に 応 じ て 目 標 ト ル ク を 算 出 す る 目 標 ト ル ク 算 出 手 段 と 、
　 内 燃 機 関 の 吸 気 通 路 に 配 置 さ れ た ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 を 、 設 定 さ れ た 開 度 に 制 御 す
る ス ロ ッ ト ル 開 度 制 御 手 段 と 、
　 前 記 内 燃 機 関 の 気 筒 内 に 配 置 さ れ た 点 火 プ ラ グ の 点 火 時 期 を 、 設 定 さ れ た 点 火 時 期 に 制
御 す る 点 火 時 期 制 御 手 段 と 、
　 前 記 ア ク セ ル 開 度 の 変 化 量 が 前 記 基 準 変 化 量 よ り も 大 き い と 判 定 さ れ た 場 合 に 、 前 記 ス
ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 を 、 前 記 目 標 ト ル ク の 発 生 に 必 要 な 吸 入 空 気 量 に 応 じ て 設 定 さ れ る
目 標 開 度 よ り も 、 大 き な 大 ス ロ ッ ト ル 開 度 に な る よ う に 設 定 す る 変 化 時 ス ロ ッ ト ル 開 度 設
定 手 段 と 、
　 前 記 大 ス ロ ッ ト ル 開 度 に お い て 、 前 記 目 標 ト ル ク を 発 生 さ せ る タ イ ミ ン グ に 、 点 火 時 期
を 設 定 す る 変 化 時 点 火 時 期 設 定 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 変 化 時 ス ロ ッ ト ル 開 度 設 定 手 段 は 、 前
記 大 ス ロ ッ ト ル 開 度 を 、 制 御 最 大 開 度 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 第 ３ の 発 明 は 、 第 １ 又 は 第 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 基 準 変 化 量 を 、 前 記 ア ク セ ル
開 度 に 応 じ て 設 定 す る 基 準 変 化 量 設 定 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 第 ４ の 発 明 は 、 第 １ か ら 第 ３ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、
　 前 記 ア ク セ ル 開 度 が 基 準 開 度 よ り も 大 き く な っ て い る 時 間 が 、 基 準 時 間 よ り も 長 く 継 続
し て い る か 否 か を 判 定 す る ア ク セ ル 継 続 判 定 手 段 と 、
　 前 記 基 準 開 度 よ り も 大 き い ア ク セ ル 開 度 の 状 態 が 、 前 記 基 準 時 間 よ り も 長 く 継 続 し て い
る と 判 定 さ れ た 場 合 に 、 前 記 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 を 、 前 記 目 標 開 度 に 設 定 す る 目 標 開
度 設 定 手 段 と 、
　 点 火 時 期 を 、 前 記 目 標 開 度 に お い て 、 前 記 目 標 ト ル ク を 発 生 さ せ る 目 標 点 火 時 期 に 設 定
す る 目 標 点 火 時 期 設 定 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 第 ５ の 発 明 は 、 第 ４ の 発 明 に お い て 、
　 前 記 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 が 、 前 記 目 標 開 度 に 制 御 さ れ た 後 、 前 記 気 筒 に 実 際 に 供 給
さ れ る 空 気 量 を 推 定 す る 空 気 量 推 定 手 段 と 、
　 前 記 推 定 さ れ た 空 気 量 に お い て 、 前 記 目 標 ト ル ク を 発 生 さ せ る 点 火 時 期 に 、 点 火 時 期 を
設 定 す る 点 火 時 期 徐 変 手 段 と 、
　 前 記 設 定 さ れ た 点 火 時 期 が 、 前 記 目 標 点 火 時 期 ま で 進 角 し た か 否 か を 判 定 す る 点 火 時 期
進 角 判 定 手 段 と 、 を 備 え 、
　 前 記 目 標 点 火 時 期 設 定 手 段 は 、 前 記 設 定 さ れ た 点 火 時 期 が 、 前 記 目 標 点 火 時 期 ま で 進 角
し た 場 合 に 、 点 火 時 期 を 前 記 目 標 点 火 時 期 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 第 ６ の 発 明 は 、 第 ４ の 発 明 に お い て 、
　 前 記 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 が 、 前 記 目 標 開 度 に 制 御 さ れ た 後 、 点 火 時 期 を 現 在 の 点 火
時 期 か ら 一 定 角 度 進 角 さ せ た 点 火 時 期 に 設 定 す る 点 火 時 期 進 角 手 段 と 、
　 前 記 進 角 さ れ た 点 火 時 期 が 、 前 記 目 標 点 火 時 期 ま で 進 角 し た か 否 か を 判 定 す る 点 火 時 期
進 角 判 定 手 段 と 、 を 備 え 、
　 前 記 目 標 点 火 時 期 設 定 手 段 は 、 前 記 進 角 さ れ た 点 火 時 期 が 、 前 記 目 標 点 火 時 期 ま で 進 角
し た 場 合 に 、 点 火 時 期 を 前 記 目 標 点 火 時 期 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の 発 明 に よ れ ば 、 ア ク セ ル 開 度 の 変 化 量 が 基 準 変 化 量 よ り も 大 き い と 判 定 さ れ た 場
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合 に 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 は 、 目 標 ト ル ク の 発 生 に 必 要 な 吸 入 空 気 量 に 応 じ て 設 定 さ
れ る 目 標 開 度 よ り も 、 大 き な 大 ス ロ ッ ト ル 開 度 に な る よ う に 設 定 さ れ る 。 従 っ て 、 目 標 ト
ル ク の 変 化 量 が 大 き い 場 合 に も 、 必 要 な 吸 入 空 気 量 の 空 気 を 迅 速 に 気 筒 内 に 吸 入 さ せ る こ
と が で き る 。 従 っ て 、 気 筒 内 へ の 吸 気 の 遅 れ を 抑 え て 、 必 要 な ト ル ク を 即 時 に 発 生 さ せ る
こ と が で き る 。 ま た 、 こ の と き 点 火 時 期 は 、 設 定 さ れ た 大 ス ロ ッ ト ル 開 度 に 応 じ て 、 目 標
ト ル ク を 発 生 さ せ る タ イ ミ ン グ に 設 定 さ れ る 。 従 っ て 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を 大 ス ロ ッ ト ル 開
度 に す る こ と に よ り 吸 入 空 気 量 が 必 要 量 よ り 多 く な る 場 合 に も 、 目 標 ト ル ク に 応 じ た ト ル
ク を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 ア ク セ ル 開 度 の 変 化 量 が 基 準 変 化 量 よ り も 大 き い と 判 定 さ れ た 場
合 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 は 制 御 最 大 開 度 に 設 定 さ れ る 。 従 っ て 、 目 標 ト ル ク の 増 加 量 が 大 き い
場 合 に 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 の 演 算 負 荷 を 抑 え て 、 直 ち に 、 吸 入 可 能 な 最 大 量 の 吸 入 空 気 量 が
吸 入 さ れ る 状 態 と す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 目 標 ト ル ク の 発 生 に 必 要 な 吸 入 空 気 量
以 上 の 空 気 を よ り 早 く 気 筒 内 に 吸 入 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 目 標 ト ル ク の 増 大 の 要
求 に 応 じ て 、 直 ち に 要 求 さ れ る ト ル ク を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 ア ク セ ル 開 度 の 変 化 量 を 判 定 す る 基 準 変 化 量 が 、 検 出 さ れ た ア ク
セ ル 開 度 に 応 じ て 設 定 さ れ る 。 従 っ て 、 ア ク セ ル 開 度 の 変 化 量 に 対 す る 目 標 ト ル ク の 変 動
量 の 、 ア ク セ ル 開 度 に よ る 違 い を 踏 ま え て 、 目 標 ト ル ク の 増 加 量 が 大 き い 場 合 に 、 確 実 に
ス ロ ッ ト ル 開 度 を 大 ス ロ ッ ト ル 開 度 と す る 制 御 を 適 用 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 基 準 開 度 よ り も 大 き い ア ク セ ル 開 度 の 状 態 が 、 基 準 時 間 よ り も 長
く 継 続 し て い る 場 合 に 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 は 、 目 標 ト ル ク を 発 生 さ せ る の に 必 要 な
吸 入 空 気 量 に 応 じ た 目 標 開 度 に 設 定 さ れ 、 点 火 時 期 は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が 目 標 開 度 の 場 合
に 、 目 標 ト ル ク を 発 生 さ せ る 目 標 点 火 時 期 に 設 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ア ク セ ル 開 度 が 大
き い 状 態 が 継 続 さ れ る 場 合 に は 、 燃 費 の 良 い 運 転 状 態 に 切 り 替 え る こ と が で き 、 燃 費 の 向
上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 が 、 目 標 開 度 に 制 御 さ れ た 後 、 気 筒 に 実
際 に 供 給 さ れ る 空 気 量 を 推 定 し 、 推 定 空 気 量 に お い て 目 標 ト ル ク を 発 生 さ せ る 点 火 時 期 に
、 点 火 時 期 が 設 定 さ れ る 。 従 っ て 、 点 火 時 期 を 目 標 点 火 時 期 に 進 角 さ れ る ま で の 間 の ト ル
ク 変 動 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 点 火 時 期 が 目 標 点 火 時 期 に な る ま で 、 点 火 時 期 を 一 定 角 度 ず つ 進
角 さ せ る 。 従 っ て 、 点 火 時 期 が 目 標 点 火 時 期 に 進 角 さ れ る ま で の 間 の ト ル ク 変 動 を 抑 え る
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 各 図 に お い て 、 同
一 ま た は 相 当 す る 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 簡 略 化 な い し 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
実 施 の 形 態 ．
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 内 燃 機 関 の 制 御 シ ス テ ム の 構 成 に つ い て 説 明 す
る た め の 模 式 図 で あ る 。 図 １ に 示 す シ ス テ ム は 、 内 燃 機 関 １ ０ を 備 え て い る 。 内 燃 機 関 １
０ は 気 筒 １ ２ を 備 え て い る 。 図 １ に お い て は １ の 気 筒 １ ２ の 断 面 の み を 表 し て い る が 、 内
燃 機 関 １ ０ は 複 数 の 気 筒 １ ２ を 備 え て い る 。 気 筒 １ ２ 内 部 に は ピ ス ト ン １ ４ が 配 置 さ れ て
い る 。 ピ ス ト ン １ ４ は 、 コ ン ロ ッ ド を 介 し て ク ラ ン ク シ ャ フ ト （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ て
い る 。 ク ラ ン ク シ ャ フ ト の 近 傍 に は 、 内 燃 機 関 １ ０ の エ ン ジ ン 回 転 数 に 応 じ た 出 力 を 発 す
る 回 転 数 セ ン サ １ ６ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 気 筒 １ ２ 内 の ピ ス ト ン １ ４ 上 部 に は 燃 焼 室 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 燃 焼 室 １ ８ の 天 井 部
（ シ リ ン ダ ヘ ッ ド ） 中 央 に は 、 先 端 の ギ ャ ッ プ が 燃 焼 室 １ ８ 内 に 突 出 す る よ う に 点 火 プ ラ
グ ２ ０ が 組 み 付 け ら れ て い る 。 燃 焼 室 １ ８ の 天 井 部 に は 、 吸 気 ポ ー ト ２ ２ 及 び 排 気 ポ ー ト
２ ４ が 連 通 し て い る 。 吸 気 ポ ー ト ２ ２ に は 、 先 端 の 噴 射 口 が 吸 気 ポ ー ト ２ ２ 内 に 突 出 す る
よ う に ポ ー ト イ ン ジ ェ ク タ ２ ６ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 気 筒 １ ２ の 吸 気 ポ ー ト ２ ２ に は 共 通 の 吸 気 通 路 ３ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 吸 気 通 路 ３ ０
に は 、 電 子 制 御 式 の ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ３ ２ は そ
の 開 度 を 変 更 す る こ と に よ り 、 吸 気 通 路 ３ ０ 内 に 流 入 す る 空 気 量 を 調 整 す る 。 ス ロ ッ ト ル
バ ル ブ ３ ２ の 開 度 （ ス ロ ッ ト ル 開 度 ） は 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 介 し て 、 ア ク セ ル 操 作 な ど に
よ る 加 減 速 要 求 等 に 基 づ い て 電 気 的 に 制 御 さ れ る 。 す な わ ち 、 ア ク セ ル 開 度 に 基 づ か ず に
ス ロ ッ ト ル 開 度 を 制 御 す る こ と が で き る 。 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ３ ２ の 近 傍 に は 、 ス ロ ッ ト ル
開 度 を 検 出 す る ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ３ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ３ ２ の 上
流 に お い て 、 吸 気 通 路 ３ ０ に は 、 エ ア フ ロ メ ー タ ３ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 エ ア フ ロ メ ー タ
３ ６ は 、 吸 気 通 路 ３ ０ 内 に 流 入 す る 空 気 流 量 に 応 じ た 出 力 を 発 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 内 燃 機 関 １ ０ は 、 Ｅ Ｃ Ｕ （ Electronic Control Unit） ４ ０ を 備 え て い る 。 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０
は 、 回 転 数 セ ン サ １ ６ 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ３ ４ 、 エ ア フ ロ メ ー タ ３ ６ 、 及 び ア ク セ ル
開 度 セ ン サ ４ ２ 等 の 各 種 セ ン サ か ら 、 内 燃 機 関 １ ０ の 制 御 に 必 要 な 情 報 を 取 得 す る 。 ま た
、 取 得 し た 情 報 に 基 づ い て 、 点 火 プ ラ グ ２ ０ の 点 火 時 期 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 、 ポ ー ト イ ン ジ
ェ ク タ ２ ６ か ら の 燃 料 噴 射 量 と 噴 射 の タ イ ミ ン グ 等 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 と こ ろ で 、 一 般 に 、 内 燃 機 関 の 運 転 中 に は 、 ア ク セ ル 開 度 や エ ン ジ ン 回 転 数 に 応 じ て 、
そ の 時 の 運 転 条 件 に お い て 要 求 さ れ る 目 標 ト ル ク が 算 出 さ れ 、 算 出 さ れ た 目 標 ト ル ク に 基
づ い て 、 目 標 ト ル ク の 発 生 に 必 要 な 吸 入 空 気 量 が 求 め ら れ る 。 そ の 後 、 吸 入 空 気 量 に 応 じ
た ス ロ ッ ト ル 開 度 が 設 定 さ れ 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を 制 御 す る こ と に よ り 吸 入 空 気 量 が 制 御 さ
れ る 。 こ の と き 点 火 時 期 は 、 そ の 吸 入 空 気 量 と エ ン ジ ン 回 転 数 に お い て 燃 費 や 出 力 が 最 良
と な る と 想 定 さ れ る 点 火 時 期 Ｍ Ｂ Ｔ （ minimum advance for best torque） に 設 定 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し か し な が ら 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ３ ２ 下 流 の 吸 気 通 路 ３ ０ の 容 積 に よ り 、 ス ロ ッ ト ル 開
度 が 変 更 さ れ た 直 後 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ３ ２ を 通 過 す る 空 気 量 と 、 実 際 に 気 筒 １ ２ 内 に 吸
入 さ れ る 空 気 量 と の 間 に は ズ レ が 生 じ る 。 つ ま り 、 目 標 ト ル ク に 応 じ た ス ロ ッ ト ル 開 度 に
変 更 さ れ て か ら 、 実 際 に そ の 開 度 に 応 じ た 空 気 量 の 空 気 が 気 筒 １ ２ 内 に 供 給 さ れ る ま で に
は 吸 気 遅 れ が 生 じ る 。 そ の 結 果 、 目 標 ト ル ク と 実 際 に 発 生 す る 実 ト ル ク と の 間 に は 、 ズ レ
が 生 じ る こ と と な る 。 従 っ て 、 目 標 ト ル ク が 大 き く 増 加 し た 場 合 、 目 標 ト ル ク の 発 生 に 必
要 な 吸 入 空 気 量 に 応 じ て ス ロ ッ ト ル 開 度 を 設 定 し て も 、 直 ち に 増 大 し た 目 標 ト ル ク に 応 じ
た ト ル ク を 発 生 す る こ と は 困 難 で あ る 。 こ の た め 、 ド ラ イ バ の 要 求 に 対 し て 応 答 の 遅 れ を
生 じ る こ と と な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 加 速 要 求 な ど ト ル ク 増 大 の 要 求 に 対 し て 即 時 の 応 答 を 可 能
と す る た め 、 ア ク セ ル 開 度 ACCの 変 化 量 が 基 準 変 化 量 よ り 大 き い 場 合 、 目 標 ト ル ク に 関 わ
ら ず 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を 直 ち に 制 御 最 大 開 度 （ Ｗ Ｏ Ｔ ;wide open throttle） に 制 御 す る
。 つ ま り 目 標 ト ル ク に 応 じ た 吸 入 空 気 量 の 算 出 に よ る ス ロ ッ ト ル 開 度 設 定 を 行 わ ず に 、 直
ち に ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ に 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 算 出 に 伴 う 演 算 負
荷 な く 、 直 ち に ス ロ ッ ト ル 開 度 を 制 御 し 、 吸 入 可 能 な 範 囲 で 最 大 の 吸 入 空 気 量 が 吸 入 さ れ
る 状 態 と す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 目 標 ト ル ク の 増 加 量 が 大 き い 場 合 で あ っ て も 、 直 ち
に 必 要 な 吸 入 空 気 量 を 確 保 で き る 状 態 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｗ Ｏ Ｔ に 対 応 し た 最 大
の 吸 入 空 気 量 を 吸 気 通 路 ３ ０ 内 に 導 入 す る こ と が で き る た め 、 気 筒 １ ２ 内 に 実 際 に 吸 入 さ
れ る 空 気 量 を よ り 早 い 段 階 で 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 吸 気 遅 れ を 最 小 限 に 抑 え
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て 、 即 時 に 必 要 な 、 あ る い は そ れ 以 上 の 空 気 量 の 空 気 を 気 筒 １ ２ 内 に 吸 気 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ と し た 結 果 、 気 筒 １ ２ に 供 給 さ れ る 空 気 量 が 目 標 ト ル ク
に 応 じ た 空 気 量 よ り も 多 く な る こ と が 考 え ら れ る 。 従 っ て 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を 目 標 ト ル ク
に 関 わ ら ず Ｗ Ｏ Ｔ と し た 状 態 で 、 点 火 時 期 が Ｍ Ｂ Ｔ に 設 定 さ れ る と 、 発 生 ト ル ク は 目 標 ト
ル ク よ り も 大 き く な る こ と と な る 。 従 っ て 、 発 生 ト ル ク を 目 標 ト ル ク と 一 致 さ せ る た め 、
点 火 時 期 の 制 御 を 行 う 。 図 ２ は 、 点 火 時 期 と 発 生 ト ル ク 、 負 荷 率 と の 関 係 を 説 明 す る た め
の グ ラ フ で あ る 。 図 ２ に お い て 、 横 軸 は 点 火 時 期 (° CA)を 表 し 、 縦 軸 は 発 生 ト ル ク TR(N・
m)を 表 し て い る 。 ま た 、 図 ２ お い て 、 各 曲 線 (a),(b),(c)は 、 そ れ ぞ れ 負 荷 率 (%)が 、 80、
60、 40の 場 合 の 例 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ よ り 、 発 生 す る ト ル ク が 最 大 と な る タ イ ミ ン グ に 、 点 火 時 期 Ｍ Ｂ Ｔ は 設 定 さ れ て お
り 、 点 火 時 期 が Ｍ Ｂ Ｔ よ り 遅 角 す る に つ れ て 、 発 生 ト ル ク が 低 下 す る こ と が わ か る 。 こ の
よ う な 関 係 に 基 づ い て 、 点 火 時 期 が Ｍ Ｂ Ｔ の 場 合 に 発 生 す る ト ル ク よ り も 、 所 定 量 低 下 さ
せ た ト ル ク を 発 生 さ せ る の に 必 要 な 点 火 時 期 の 遅 角 量 を 求 め る こ と が で き る 。 す な わ ち 、
ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ と し 、 点 火 時 期 を Ｍ Ｂ Ｔ と し た 場 合 の 最 大 ト ル ク TRmaxと 、 目 標
ト ル ク TRtgと の ト ル ク 差 TRDを 相 殺 し 、 目 標 ト ル ク TRtgに ま で 発 生 ト ル ク を 低 下 さ せ る た
め に 必 要 な 点 火 時 期 遅 角 量 Δ Tを 求 め る こ と が で き る 。 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 ス ロ ッ ト
ル 開 度 Ｗ Ｏ Ｔ に 制 御 し た 場 合 の 点 火 時 期 Twotは 、 Ｍ Ｂ Ｔ を 、 求 め ら れ た 点 火 時 期 遅 角 量 Δ
Tに 従 っ て 遅 角 し た タ イ ミ ン グ に 設 定 さ れ る 。 そ の 結 果 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ と し た
場 合 に も 、 目 標 ト ル ク TRtgに 応 じ た ト ル ク を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 の シ ス テ ム は 、 図 ２ の 関 係 に 基 づ い て 求 め ら れ た 、 ト ル ク 差 TRD(TRmax-TR
tg)と 負 荷 率 と を パ ラ メ ー タ と す る マ ッ プ を 予 め 記 憶 し て い る 。 従 っ て 、 こ の マ ッ プ に 従
っ て 、 ト ル ク 差 TRDと 負 荷 率 と に 応 じ た 点 火 時 期 遅 角 量 Δ Tが 求 め ら れ 、 点 火 時 期 Ｍ Ｂ Ｔ を
遅 角 す る こ と に よ り 、 点 火 時 期 Twotが 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 点 火 時 期 の 制 御 は 、 気 筒 １ ２ 内 に 組 み 付 け ら れ た 点 火 プ ラ グ ２ ０ を Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０
か ら の 制 御 信 号 に よ り 制 御 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 従 っ て 、 点 火 時 期 は 、 求 め ら れ た 点
火 時 期 Twotに 応 じ て 、 直 ち に 制 御 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 ア ク セ ル 開 度 が 増 大 し た
場 合 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 は 直 ち に Ｗ Ｏ Ｔ に 設 定 し て 、 最 大 の 吸 入 空 気 量 が 吸 入 さ れ る 状 態 と
し て 、 点 火 時 期 の 遅 角 制 御 に よ り 発 生 ト ル ク を 制 御 す る こ と と す れ ば 、 加 速 要 求 に 応 じ て
、 直 ち に 必 要 な 吸 入 空 気 量 を 確 保 し 、 必 要 な ト ル ク を 発 生 さ せ る よ う に 制 御 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 こ こ で 、 ア ク セ ル 開 度 変 化 に 対 す る 目 標 ト ル ク の 変 化 量 は 、 ア ク セ ル 開 度 が 小 さ
い と き に は 大 き な も と の な り 、 大 き い 場 合 に は 小 さ な も の と な る 。 従 っ て 、 ス ロ ッ ト ル 開
度 を Ｗ Ｏ Ｔ と し 、 点 火 時 期 を 遅 角 す る 制 御 を 行 う か 否 か の 判 定 の 基 準 と な る 、 基 準 変 化 量
は 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ア ク セ ル 開 度 に 応 じ た 値 と し て 設 定 さ れ る 。 本 実 施 の 形 態
の シ ス テ ム は 、 ア ク セ ル 開 度 ACCを パ ラ メ ー タ と す る 基 準 変 化 量 の マ ッ プ を 予 め 記 憶 し て
い る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 し た よ う に 、 点 火 時 期 Ｍ Ｂ Ｔ は 、 そ の 吸 入 空 気 量 、 エ ン ジ ン 回 転 数 NE等
の 条 件 下 で 、 最 良 の 出 力 、 燃 費 が 得 ら れ る 点 火 時 期 と し て 設 定 さ れ る も の で あ る 。 つ ま り
、 ス ロ ッ ト ル 開 度 Ｗ Ｏ Ｔ の 吸 入 空 気 量 下 で 、 点 火 時 期 を Ｍ Ｂ Ｔ か ら 遅 角 す る こ と に よ り 目
標 ト ル ク を 発 生 さ せ る 制 御 は 、 点 火 時 期 を Ｍ Ｂ Ｔ と す る 運 転 条 件 の 場 合 と 比 較 す る と 、 ト
ル ク 損 失 が 大 き く 、 燃 費 の 大 き な 運 転 状 態 と な る 。 ま た 、 点 火 時 期 遅 角 に よ り 、 排 気 温 度
が 高 温 に な る こ と も 考 え ら れ る 。 従 っ て 、 上 記 の ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ と し 点 火 時 期 を
遅 角 し て 目 標 ト ル ク を 発 生 さ せ る 制 御 は 、 ア ク セ ル 開 度 ACCの 増 加 量 が 大 き く 、 即 時 の 応
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答 が 要 求 さ れ る 場 合 に 有 効 で あ る が 、 燃 費 向 上 の た め に は 、 短 時 間 で 、 通 常 の ス ロ ッ ト ル
開 度 下 で 点 火 時 期 を Ｍ Ｂ Ｔ と す る 制 御 に 切 り 替 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 従 っ て 、 ア ク セ ル 開 度 ACCが 基 準 開 度 以 上 の 状 態 が 一 定 時 間 以 上 継 続 し た 場 合 、 ス ロ ッ
ト ル 開 度 を 目 標 ト ル ク に 応 じ て 求 め ら れ る 目 標 開 度 に と し 、 点 火 時 期 を Ｍ Ｂ Ｔ と す る 運 転
条 件 に 切 り 替 え る 。 具 体 的 に は 、 点 火 時 期 を Ｍ Ｂ Ｔ と 想 定 し た 場 合 に 、 目 標 ト ル ク の 発 生
に 必 要 と な る 吸 入 空 気 量 に 応 じ て 目 標 開 度 が 求 め ら れ 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 は 、 Ｗ Ｏ Ｔ か ら 直
ち に 目 標 開 度 に 切 り 替 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス ロ ッ ト ル 開 度 を こ の よ う に 目 標 開 度 に 設 定 し た 場 合 、 点 火 時 期 は 、 遅 角 さ れ た 状 態 か
ら Ｍ Ｂ Ｔ ま で 進 角 さ せ る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 の 変 化 に 対 し て 、 実
際 に 気 筒 １ ２ 内 に 吸 入 さ れ る 空 気 量 の 変 動 に は 吸 気 遅 れ が 生 じ る 。 す な わ ち 、 ス ロ ッ ト ル
開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ か ら 目 標 開 度 に 一 気 に 切 り 替 え て も 、 実 際 に 気 筒 １ ２ 内 に 吸 入 さ れ る 空 気 量
の 変 動 は 緩 や か な も の と な り 、 切 り 替 え 直 後 に お い て は 、 気 筒 １ ２ 内 に 実 際 に 供 給 さ れ る
空 気 量 は 、 目 標 開 度 に 応 じ た 吸 入 空 気 量 よ り も 多 く な っ て い る 。 従 っ て 、 直 ち に 点 火 時 期
を Ｍ Ｂ Ｔ と す る と 、 発 生 ト ル ク が 目 標 ト ル ク よ り も 大 き く な り 、 切 り 替 え 時 に ト ル ク 変 動
が 生 じ る こ と が 考 え ら れ る 。 従 っ て 、 切 り 替 え 時 の ト ル ク 変 動 を 抑 え る た め 、 ス ロ ッ ト ル
開 度 を 切 り 替 え て か ら 気 筒 １ ２ 内 に 目 標 ト ル ク に 応 じ た 吸 入 空 気 量 が 実 際 に 供 給 さ れ る ま
で の 間 、 気 筒 １ ２ 内 に 実 際 に 供 給 さ れ る 空 気 量 に 応 じ て 、 ト ル ク に 変 動 が 生 じ な い よ う に
、 点 火 時 期 を 制 御 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を 切 り 替 え て か ら 、 実 際 に 気 筒 １ ２ に 供 給 さ れ る 空 気 量 が 、 そ
の ス ロ ッ ト ル 開 度 に 応 じ た 空 気 量 に な る ま で の 空 気 量 の 変 化 は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 NEや 、 吸
気 温 、 大 気 圧 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 等 に 応 じ て 、 あ る 程 度 正 確 に 予 想 す る こ と が で き る 。 従 っ
て 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が 切 り 替 え ら れ た 後 の 点 火 時 期 は 、 こ の 推 定
さ れ る 気 筒 １ ２ 内 へ の 実 際 の 空 気 量 GAsに 応 じ て 、 発 生 ト ル ク を 変 動 さ せ な い タ イ ミ ン グ
に 設 定 さ れ る 。 こ こ で 、 推 定 さ れ る 空 気 量 GAsは 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 Ｗ Ｏ Ｔ に 応 じ た 最 大 の
吸 入 空 気 量 が 吸 入 さ れ る 状 態 か ら 、 目 標 開 度 に 応 じ た 目 標 吸 入 空 気 量 に 至 る ま で の 間 、 次
第 に 減 少 す る 。 点 火 時 期 は 、 空 気 量 GAsの 減 少 に 伴 い 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 Ｗ Ｏ Ｔ に 対 応 し て
遅 角 さ れ た 状 態 か ら 、 次 第 に 進 角 す る 。 最 終 的 に 推 定 さ れ た 空 気 量 GAsが 目 標 吸 入 空 気 量
と 一 致 し た 時 、 点 火 時 期 は Ｍ Ｂ Ｔ に ま で 進 角 し て い る と 考 え ら れ る た め 、 点 火 時 期 が Ｍ Ｂ
Ｔ と な っ た 段 階 で 、 点 火 時 期 の 遅 角 を 終 了 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 点 火 時 期 は 、 気 筒 １ ２ に 配 置 さ れ た 点 火 プ ラ グ ２ ０ を Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ に よ り 直 接 制 御 す る も
の で あ る た め 、 設 定 さ れ た 点 火 時 期 に 応 じ て 直 ち に 制 御 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 吸 気
遅 れ を 生 じ る 吸 入 空 気 量 に つ い て は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ か ら 一 気 に 目 標 開 度 に 切 り
替 え る こ と で 、 早 く 変 化 す る よ う に 制 御 し 、 一 方 、 吸 入 空 気 量 変 動 に よ る ト ル ク の 変 動 は
、 即 時 に 制 御 可 能 な 点 火 時 期 の 制 御 に よ り 、 抑 え る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 ス ロ ッ ト ル
開 度 を 一 気 に 切 り 替 え て 、 点 火 時 期 を 制 御 す る こ と に よ り 、 ト ル ク 変 動 を 抑 え つ つ 、 よ り
早 い 段 階 で 、 燃 費 の 良 好 な 運 転 状 態 に 切 り 替 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に お い て シ ス テ ム が 実 行 す る 制 御 の ル ー チ ン に つ い て 説
明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ３ に 示 す ル ー チ ン は 、 点 火 時 期 の 設 定 に お い て 繰
り 返 し 実 行 さ れ る ル ー チ ン で あ る 。 図 ３ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ま ず 、 エ ン ジ ン
回 転 数 NEが 検 出 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ） 。 エ ン ジ ン 回 転 数 NEは 、 エ ン ジ ン 回 転 数 セ ン
サ １ ６ の 出 力 に 基 づ い て 検 出 さ れ る 。 次 に 、 ア ク セ ル 開 度 ACCが 検 出 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ
１ ０ ４ ） 。 次 に 、 目 標 ト ル ク TRtgが 算 出 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ） 。 目 標 ト ル ク TRtgは
、 エ ン ジ ン 回 転 数 NEと ア ク セ ル 開 度 ACC等 に 応 じ て 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 Ｗ Ｏ Ｔ 設 定 フ ラ グ が Ｏ Ｆ Ｆ と さ れ て い る か 否 か が 判 定 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８
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） 。 Ｗ Ｏ Ｔ 設 定 フ ラ グ は 、 後 述 す る 制 御 に お い て 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が Ｗ Ｏ Ｔ と さ れ た と き
に Ｏ Ｎ と さ れ る フ ラ グ で あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ に お い て Ｗ Ｏ Ｔ 設 定 フ ラ グ ＝ Ｏ Ｆ Ｆ の 成
立 が 認 め ら れ た 場 合 に は 、 次 に 、 ア ク セ ル 開 度 の 変 化 量 が 算 出 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０
） 。 ア ク セ ル 開 度 の 変 化 量 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 検 出 さ れ た ア ク セ ル 開 度 ACCの
、 前 回 検 出 さ れ た ア ク セ ル 開 度 に 対 す る 変 化 量 と し て 求 め ら れ る 。 次 に 、 基 準 変 化 量 が 読
み 出 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ ） 。 基 準 変 化 量 は 、 ア ク セ ル 開 度 を パ ラ メ ー タ と す る マ ッ
プ に 従 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 検 出 さ れ た ア ク セ ル 開 度 ACCに 応 じ て 読 み 出 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 ア ク セ ル 開 度 ACCの 増 加 量 が 基 準 変 化 量 よ り 大 き い か 否 か が 判 定 さ れ る （ ス テ ッ
プ Ｓ １ １ ４ ） 。 つ ま り 、 目 標 ト ル ク に 大 き な 増 加 が 要 求 さ れ て い る か が 判 定 さ れ る 。 ス テ
ッ プ Ｓ １ １ ４ に お い て ア ク セ ル 開 度 ACCの 増 加 が 基 準 変 化 量 以 上 で あ る こ と が 認 め ら れ な
い 場 合 に は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て 求 め ら れ た 目 標 ト ル ク TRtgの
発 生 に 必 要 な 吸 入 空 気 量 に 応 じ た 目 標 開 度 に 設 定 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ６ ） 。 す な わ ち
、 目 標 開 度 は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 NEと 目 標 ト ル ク TRtgに 応 じ て 求 め ら れ た 吸 入 空 気 量 に 基 づ
い て 設 定 さ れ る 。 こ の 目 標 開 度 は 、 点 火 時 期 Ｍ Ｂ Ｔ 、 エ ン ジ ン 回 転 数 NEに お い て 、 目 標 ト
ル ク TRtgを 発 生 す る の に 必 要 な 吸 入 空 気 量 に 応 じ た ス ロ ッ ト ル 開 度 で あ る 。 従 っ て 、 次 に
点 火 時 期 が Ｍ Ｂ Ｔ に 設 定 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ８ ） 。 そ の 後 、 一 旦 こ の ル ー チ ン が 終 了
す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ に お い て 、 ア ク セ ル 開 度 ACCの 増 加 量 が 基 準 変 化 量 よ り 大 き い
と 認 め ら れ た 場 合 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が 直 ち に Ｗ Ｏ Ｔ に 制 御 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ） 。
具 体 的 に は 、 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ か ら の 制 御 信 号 が ア ク チ ュ エ ー タ に 伝 達 さ れ る こ と に 、 ス ロ ッ ト
ル バ ル ブ ３ ２ が 制 御 最 大 開 度 （ 全 開 ） に ま で 開 か れ る 。 こ れ に よ り 、 直 ち に 吸 入 可 能 な 最
大 量 の 空 気 が 吸 気 通 路 ３ ０ 内 に 流 通 す る 状 態 と さ れ る 。 次 に 、 Ｗ Ｏ Ｔ 設 定 フ ラ グ が Ｏ Ｎ と
さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ２ ） 。 Ｗ Ｏ Ｔ 設 定 フ ラ グ は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が Ｗ Ｏ Ｔ に す る 制 御
が 行 わ れ て い る 間 Ｏ Ｎ と さ れ る フ ラ グ で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 点 火 時 期 を Ｍ Ｂ Ｔ と し た 仮 定 し た 場 合 に 、 現 在 の 運 転 条 件 で 発 生 す る ト ル ク TRma
xが 算 出 さ れ る (ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ４ )。 つ ま り 、 ト ル ク TRmaxは 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ に
し た 時 の 吸 入 空 気 量 、 エ ン ジ ン 回 転 数 NEに お い て 、 最 良 の 出 力 が 得 ら れ る タ イ ミ ン グ Ｍ Ｂ
Ｔ で 点 火 さ れ た 場 合 の 発 生 ト ル ク で あ る 。 次 に 、 Ｍ Ｂ Ｔ 時 の ト ル ク TRmaxと 、 ス テ ッ プ Ｓ
１ ０ ６ に お い て 算 出 さ れ た 目 標 ト ル ク TRtgと の 間 の ト ル ク 差 TRDが 求 め ら れ る （ ス テ ッ プ
Ｓ １ ２ ６ ） 。 つ ま り 、 ト ル ク 差 TRDは 、 TRD=TRmax-TRtgに よ っ て 求 め ら れ る 。 次 に 、 点 火
時 期 遅 角 量 Δ Tが 算 出 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ８ ） 。 点 火 時 期 遅 角 量 Δ Tは 、 ト ル ク 差 TRD
を 相 殺 す る た め に 必 要 な 、 Ｍ Ｂ Ｔ に 対 す る 遅 角 量 で あ り 、 ト ル ク 差 TRDと 負 荷 率 と を パ ラ
メ ー タ と す る マ ッ プ に 従 っ て 、 ト ル ク 差 TRDと 負 荷 率 に 応 じ て 求 め ら れ る 。 次 に 、 点 火 時
期 Twotが 設 定 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ ） 。 点 火 時 期 Twotは 、 算 出 さ れ た 点 火 時 期 遅 角 量
に 従 っ て 、 点 火 時 期 Ｍ Ｂ Ｔ を 遅 角 す る こ と に よ り 設 定 さ れ る 。 そ の 後 一 旦 こ の 処 理 が 終 了
す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ に お い て 、 Ｗ Ｏ Ｔ 設 定 フ ラ グ ＝ Ｏ Ｆ Ｆ の 成 立 が 認 め ら れ な か っ
た 場 合 、 す な わ ち 、 前 回 ま で の 制 御 に お い て 、 加 速 要 求 が 認 め ら れ ス ロ ッ ト ル 開 度 が Ｗ Ｏ
Ｔ に 設 定 さ れ て い る 場 合 、 ア ク セ ル 開 度 ACCが 基 準 開 度 以 上 の 状 態 で あ る か 否 か が 判 定 さ
れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ２ ） 。 ア ク セ ル 開 度 ACCが 基 準 開 度 以 上 の 状 態 で あ る こ と が 認 め ら
れ な い 場 合 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が 、 エ ン ジ ン 回 転 数 NEと 目 標 ト ル ク TRtgに 応 じ た 吸 入 空 気 量
に 基 づ い て 、 目 標 開 度 に 設 定 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ ） 、 そ の 後 、 点 火 時 期 が 、 そ の 吸 入
空 気 量 、 エ ン ジ ン 回 転 数 NEに 応 じ た Ｍ Ｂ Ｔ に 設 定 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ６ ） 。 そ の 後 、
Ｗ Ｏ Ｔ 設 定 フ ラ グ ＝ Ｏ Ｆ Ｆ と さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ８ ） 、 一 旦 こ の 処 理 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 一 方 、 ア ク セ ル 開 度 ACCが 基 準 開 度 以 上 の 状 態 で あ る こ と が 認 め ら れ る と 、 次 に 、 ア ク
セ ル 開 度 ACCが 基 準 開 度 以 上 の 状 態 が 、 基 準 時 間 以 上 継 続 し て い る か 否 か が 判 定 さ れ る （
ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ ） 。 つ ま り 、 ア ク セ ル 開 度 が 基 準 開 度 と さ れ て か ら の 継 続 時 間 が 、 基 準
時 間 以 上 で あ る か 否 か が 判 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ の お い て ア ク セ ル 開 度 が 基 準 開 度 以 上 の 状 態 が 基 準 時 間 以 上 経 過 し て
い る こ と が 認 め ら れ な い 場 合 に は 、 上 記 同 様 に ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ４ ～ Ｓ １ ３ ０ が 実 行 さ れ る
。 す な わ ち 、 ア ク セ ル 開 度 が Ｗ Ｏ Ｔ の 状 態 の ま ま 、 現 在 の エ ン ジ ン 回 転 数 NEと Ｗ Ｏ Ｔ 時 の
吸 入 空 気 量 に お い て 、 点 火 時 期 を Ｍ Ｂ Ｔ と し た 場 合 の 発 生 ト ル ク TRmaxが 算 出 さ れ （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ２ ４ ） 、 ト ル ク 差 TRDが 算 出 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ６ ） 、 ト ル ク 差 TRDに 応 じ て 点
火 時 期 遅 角 量 Δ Tが 求 め ら れ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ８ ） 、 点 火 時 期 Twotが 設 定 さ れ る （ ス テ ッ
プ Ｓ １ ３ ０ ） 。 そ の 後 、 こ の 処 理 が 一 旦 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ に お い て 、 基 準 開 度 以 上 の ア ク セ ル 開 度 の 状 態 が 基 準 時 間 以 上
継 続 し て い る と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 次 に 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が 目 標 開 度 に 設 定 さ れ る （ ス
テ ッ プ Ｓ １ ４ ２ ） 。 目 標 開 度 は 、 現 在 の エ ン ジ ン 回 転 数 NEと 目 標 ト ル ク TRtgに 応 じ て 必 要
な 吸 入 空 気 量 が 求 め ら れ 、 こ の 吸 入 空 気 量 の 吸 入 に 必 要 な ス ロ ッ ト ル 開 度 と し て 求 め ら れ
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 実 際 に 気 筒 １ ２ 内 に 供 給 さ れ て い る 空 気 量 GAsが 推 定 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ４
） 。 こ の 空 気 量 GAsは 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が Ｗ Ｏ Ｔ か ら 目 標 開 度 に 切 り 替 え ら れ た 後 、 気 筒
１ ２ 内 に 実 際 に 供 給 さ れ る 空 気 量 の 変 化 の マ ッ プ に 従 っ て 推 定 さ れ る 。 次 に 、 点 火 時 期 Ts
が 設 定 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ６ ） 。 点 火 時 期 Tsは 、 推 定 さ れ た 空 気 量 GAsが 気 筒 １ ２ に
供 給 さ れ る 場 合 に 、 目 標 ト ル ク TRtgを 発 生 さ せ る た め に 必 要 な 点 火 時 期 に 設 定 さ れ る 。 具
体 的 に 、 点 火 時 期 Tsは 、 推 定 さ れ た 空 気 量 GAsと エ ン ジ ン 回 転 数 NEと に 応 じ て 、 そ の 目 標
ト ル ク TRtgを 発 生 す る た め に 必 要 な 点 火 時 期 と し て 設 定 さ れ る 。 こ こ で は 、 ス ロ ッ ト ル 開
度 が Ｗ Ｏ Ｔ か ら 目 標 開 度 に 切 り 替 え ら れ て い る た め 、 空 気 量 GAsは 、 徐 々 に 減 少 す る 。 従
っ て 、 こ こ で 設 定 さ れ る 点 火 時 期 Tsは 、 前 回 の 点 火 時 期 に 比 べ て 進 角 さ れ た も の と な る と
考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 設 定 さ れ た 点 火 時 期 が 、 Ｍ Ｂ Ｔ よ り も 進 角 し て い る か 否 か が 判 定 さ れ る （ ス テ ッ
プ Ｓ １ ４ ８ ） 。 求 め ら れ た 点 火 時 期 Tsが Ｍ Ｂ Ｔ よ り 進 角 し て い る と 認 め ら れ な い 場 合 に は
、 点 火 時 期 Tsは 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ４ に お い て 設 定 さ れ た 空 気 量 GAsに 応 じ た 点 火 時 期 Tsと
さ れ 、 一 旦 こ の 処 理 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ８ に お い て 、 点 火 時 期 が Ｍ Ｂ Ｔ よ り 進 角 し て い る と 判 定 さ れ た 場
合 、 す で に 推 定 さ れ た 空 気 量 GAsは 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 に 応 じ た 目 標 吸 入 空 気 量 と な っ て い
る と 考 え ら れ る 。 従 っ て 、 こ の 吸 入 空 気 量 に 応 じ て 、 目 標 ト ル ク TRtgを 発 生 さ せ る よ う に
、 点 火 時 期 が Ｍ Ｂ Ｔ に 設 定 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ ） 。 そ の 後 、 Ｗ Ｏ Ｔ 設 定 フ ラ グ が Ｏ
Ｆ Ｆ と さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ２ ） 。 Ｗ Ｏ Ｔ 設 定 フ ラ グ が Ｏ Ｆ Ｆ と さ れ る こ と に よ り 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ １ ４ に お い て 検 知 し た 加 速 要 求 に 対 し て も 通 常 の 制 御 で 運 転 さ れ て い る 状 態 と
な り 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ と し て 点 火 時 期 に よ り 発 生 ト ル ク を 制 御 す る 制 御 状 態 か ら
、 通 常 の 点 火 時 期 を Ｍ Ｂ Ｔ と す る 運 転 状 態 へ の 移 行 が 終 了 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 基 準 以 上 の ト ル ク 増 加 の 要 求 が あ っ た 場
合 に 、 直 ち に ス ロ ッ ト ル 開 度 が Ｗ Ｏ Ｔ に 設 定 さ れ る 。 従 っ て 、 加 速 要 求 等 ト ル ク 増 加 の 要
求 の 際 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を 算 出 す る こ と な く 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が 直 ち に Ｗ Ｏ Ｔ に 設 定 さ れ
る 。 こ の た め 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 の 演 算 負 荷 を 抑 え る と 共 に 、 最 大 吸 入 空 気 量 を 流 入 さ せ る
こ と で 、 必 要 な 量 の 空 気 量 を 気 筒 １ ２ 内 に よ り 早 い 段 階 で 吸 入 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ
て 、 吸 気 遅 れ に よ る 、 ド ラ イ バ の 要 求 に 対 す る 応 答 の 遅 れ を 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、
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加 速 要 求 に 応 じ た 目 標 ト ル ク が 発 生 す る よ う に 点 火 時 期 が 遅 角 制 御 さ れ る 。 点 火 時 期 の 制
御 は 、 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ か ら 直 接 気 筒 １ ２ 内 に 配 置 さ れ た 点 火 プ ラ グ ２ ０ に よ る 点 火 時 期 を 制 御
す る こ と に よ り 、 直 接 制 御 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 算 出 さ れ た 点 火 時 期 に 基 づ い て 、
応 答 の 遅 れ を 生 じ る こ と な く 制 御 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ド ラ イ バ の 要 求 に 応 じ て ト
ル ク を 即 時 に 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 ア ク セ ル 開 度 が 基 準 開 度 以 上 の 状 態 が 継 続 す る 場 合 に は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ
Ｔ の 状 態 か ら 目 標 開 度 に 戻 し 、 点 火 時 期 を Ｍ Ｂ Ｔ に ま で 進 角 制 御 す る 。 従 っ て 、 燃 費 の 良
好 な 運 転 状 態 と す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 加 速 要 求 に 応 じ た 高 い 応 答 性 を 確 保 し つ つ 、
燃 費 の 悪 化 を 避 け る こ と が で き る 。 ま た 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ か ら 基 準 開 度 に 切 り 替
え る 際 、 点 火 時 期 は 、 実 際 に 気 筒 １ ２ 内 に 供 給 さ れ る と 推 定 さ れ る 空 気 量 GAsに お い て 、
目 標 ト ル ク TRtgを 発 生 す る 点 火 時 期 に 設 定 し な が ら 徐 々 に 進 角 す る よ う に 制 御 さ れ る 。 従
っ て 、 ス ロ ッ ト ル Ｗ Ｏ Ｔ の 状 態 か ら 燃 費 の 良 好 な 運 転 状 態 に 移 行 す る 際 の ト ル ク の 変 動 を
抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ア ク セ ル 開 度 の 変 化 量 が 基 準 変 化 量 以 上 で あ っ た 場 合 に 、 ス
ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ に 設 定 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 こ の 発 明 は こ れ に 限 る
も の で は な い 。 こ こ で の ス ロ ッ ト ル 開 度 は 、 目 標 ト ル ク に 応 じ て 求 め ら れ る ス ロ ッ ト ル 開
度 （ 目 標 開 度 ） よ り も 大 き な 開 度 で あ れ ば よ く 、 こ の 場 合 に も あ る 程 度 の 応 答 遅 れ を 解 消
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ と し た 場 合 の 点 火 時 期 を 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 Ｗ Ｏ Ｔ の 場 合
の 吸 入 空 気 量 と 、 目 標 ト ル ク TRtgに 応 じ て 設 定 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 こ の
発 明 は こ れ に 限 る も の で は な く 、 例 え ば 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ に し た 後 、 実 際 に 気 筒
１ ２ 内 に 供 給 さ れ る 空 気 量 の 変 化 を 推 定 す る マ ッ プ を 予 め 記 憶 し て お い て 、 こ の マ ッ プ に
従 っ て 気 筒 １ ２ 内 に 吸 入 さ れ る 空 気 量 を 推 定 し 、 こ の 空 気 量 に 従 っ て 、 点 火 時 期 を 設 定 す
る も の と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 本 実 施 の 形 態 で は ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ と す る か 否 か を 判 定 す る 際 の 、 ア ク セ ル
開 度 の 基 準 変 化 量 を 、 ア ク セ ル 開 度 ACCに 応 じ て 設 定 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た 。 し か し
こ の 発 明 は こ れ に 限 る も の で は な く 、 例 え ば 、 基 準 変 化 量 を 一 律 に 同 じ 値 と し た も の で あ
っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 実 際 に 推 定 さ れ る 空 気 量 GAsの 変 化 に 応 じ て 、 点 火 時 期 を 算
出 し 、 徐 々 に 点 火 時 期 が Ｍ Ｂ Ｔ ま で 進 角 す る よ う に 制 御 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た 。 し か
し 、 こ の 発 明 は こ れ に 限 る も の で は な く 、 例 え ば 、 １ サ イ ク ル ご と に 一 定 角 度 ず つ 徐 々 に
点 火 時 期 を 進 角 し て Ｍ Ｂ Ｔ に 戻 す よ う に 制 御 す る も の で あ っ て も よ い 。 こ の よ う に す る 場
合 に も 進 角 量 を 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 の 変 化 に よ り 予 想 さ れ る 気 筒 １ ２ 内 に 実 際 に 吸 入 さ れ る
空 気 量 GAsの 変 化 に 基 づ い て 、 予 め 決 定 し て お け ば よ い 。 こ れ に よ り 、 あ る 程 度 ト ル ク の
変 動 を 抑 え る こ と が で き 、 振 動 の 発 生 を 抑 え つ つ Ｍ Ｂ Ｔ へ の 進 角 を 行 う こ と が で き る 。 ま
た 、 必 ず し も 、 点 火 時 期 を 徐 変 さ せ る も の に 限 る も の で は な く 、 例 え ば 即 時 の 応 答 性 が 要
求 さ れ る よ う な 場 合 に は 、 点 火 時 期 を 直 ち に Ｍ Ｂ Ｔ 、 あ る い は 他 の 適 正 な 点 火 時 期 に 進 角
す る も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 を Ｗ Ｏ Ｔ か ら 目 標 開 度 に 切 り 替 え た 後 、 点 火 時 期 を Ｍ Ｂ Ｔ と す る
場 合 に つ い て 説 明 し た 。 つ ま り 、 吸 入 空 気 量 に 応 じ て 最 良 の 燃 費 、 出 力 を 得 ら れ る よ う 、
点 火 時 期 を Ｍ Ｂ Ｔ を 基 準 と す る 場 合 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 点 火 時 期 の 基 準 は Ｍ Ｂ Ｔ
の 場 合 に 限 る も の で は な く 、 設 定 さ れ る 他 の 点 火 時 期 を 、 求 め ら れ た 点 火 時 期 遅 角 量 に よ
り 制 御 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 ま た 、 以 上 の 実 施 の 形 態 に お い て 各 要 素 の 個 数 、 数 量 、 量 、 範 囲 等 の 数 に 言 及 し た 場 合
、 特 に 明 示 し た 場 合 や 原 理 的 に 明 ら か に そ の 数 に 特 定 さ れ る 場 合 を 除 い て 、 そ の 言 及 し た
数 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 説 明 す る 構 造 や 、 方 法 に お け
る ス テ ッ プ 等 は 、 特 に 明 示 し た 場 合 や 明 ら か に 原 理 的 に そ れ に 特 定 さ れ る 場 合 を 除 い て 、
こ の 発 明 に 必 ず し も 必 須 の も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 な お 、 例 え ば 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ が 実 行 さ れ る こ と に よ り 、 こ
の 発 明 の 「 ア ク セ ル 開 度 検 出 手 段 」 が 実 現 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ が 実 行 さ れ る こ と に よ り
「 基 準 変 化 量 設 定 手 段 」 が 実 現 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ が 実 行 さ れ る こ と に よ り 「 ア ク セ ル
変 化 判 定 手 段 」 が 実 現 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ が 実 行 さ れ る こ と に よ り 「 変 化 時 ス ロ ッ ト ル
開 度 設 定 手 段 」 が 実 現 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ６ ～ Ｓ １ ３ ０ が 実 行 さ れ る こ と に よ り 「 変 化 時
点 火 時 期 設 定 手 段 」 が 実 現 す る 。 ま た 、 例 え ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ２ 及 び ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４
が 実 行 さ れ る こ と に よ り 、 こ の 発 明 の 「 ア ク セ ル 継 続 判 定 手 段 」 が 実 現 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １
４ ２ が 実 行 さ れ る こ と に よ り 「 目 標 開 度 設 定 手 段 」 が 実 現 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ４ が 実 行 さ
れ る こ と に よ り 「 空 気 量 推 定 手 段 」 が 実 現 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ６ が 実 行 さ れ る こ と に よ り
「 点 火 時 期 徐 変 手 段 」 が 実 現 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ８ が 実 行 さ れ る こ と に よ り 「 点 火 時 期 進
角 判 定 手 段 」 が 実 現 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ が 実 行 さ れ る こ と に よ り 「 目 標 点 火 時 期 設 定 手
段 」 が 実 現 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る シ ス テ ム の 構 成 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 燃 機 関 の 回 転 数 と ト ル ク と 点 火 時 期 と の 関 係 を 説 明 す る た め の グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に お い て シ ス テ ム が 実 行 す る 制 御 の ル ー チ ン を 説 明 す る た
め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 　 １ ０ 　 内 燃 機 関
　 　 １ ２ 　 気 筒
　 　 １ ３ 　 ピ ス ト ン
　 　 １ ６ 　 回 転 数 セ ン サ
　 　 １ ８ 　 燃 焼 室
　 　 ２ ０ 　 点 火 プ ラ グ
　 　 ２ ２ 　 吸 気 ポ ー ト
　 　 ２ ４ 　 排 気 ポ ー ト
　 　 ２ ６ 　 ポ ー ト イ ン ジ ェ ク タ
　 　 ３ ０ 　 吸 気 通 路
　 　 ３ ２ 　 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ
　 　 ３ ４ 　 ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ
　 　 ３ ６ 　 エ ア フ ロ メ ー タ
　 　 ４ ０ 　 Ｅ Ｃ Ｕ
　 　 ４ ２ 　 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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